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　冠雪をいただく霊峰白山から澄み切った空気と

ともに、すがすがしい希望の輝きに満ちあふれる

平成18年の新春を寿ぎ、謹んでお慶びを申し上げ

ます。 

　昨年は、市町村合併に伴い新しく白山市社会福

祉協議会が誕生しました。広域合併ゆえにそれぞ

れの地域の相互交流と一体感の醸成が大きな課題

となっておりましたが、旧市町村の枠を超え、サー

ビスの提供や担い手の育成など多方面で新たな活

力がみいだされるようになりつつあり、嬉しく感

じております。 

　特に、これから地域福祉の展開を考えた場合、

福祉サービスを必要とする人が、自分らしく豊か

に暮らしていくために、自らの生き方を自らが決

め、そのために必要なサービスを自ら選択できる

よう力をつけ、声を出していくことが大切だと思

います。 

　他方、当事者の声になりにくい思いを身近なと

ころで感じ取りながら、それをニーズとして受け

止め、暮らしの支えとなるサービスや活動につい

て知らせ、繋げ、また必要なものを新たに作り出

すために、既に地域社会に備わっている潜在的な

市民の力を掘り起こし、繋ぎ合わせ、紡ぎ出して

いく働きを勧める音頭とりが必要となってきます。 

　このような中で、住民参加による『福祉ネット

ワークの拠点』としての地域力、とりわけ地域の

福祉力の結集ともいうべき『地区社協』が、昨年

末、尾口、白峰両地区で設立されましたことは、

大変心強く、大きな喜びであります。 

　私は、『合併は地域福祉を再構築するチャンス』

と捉え、今後とも地域福祉の推進に積極的に取組

み、誰もが住み慣れた地域で安心して、心豊かに

暮らすことができる地域づくりを目指していく所

存であります。 

　また、いよいよ到来した人口減少時代のとば口

に立つ今、人口の減少はこれまでの社会制度や価

値観に大きな影響を与えることになると思います。

戦後60年という節目を迎えた我が国の昨年の世相

漢字に『愛』が選ばれましたがこれからの時代、

地域福祉はこの一文字に込める思いにこそ意味が

あると思います。 

　社会保障制度全般にわたる改革の先駆けとなっ

た介護保険制度も、制度発足以来5年を経過し、

少子高齢化を始めとする社会の変化に対応すべく、

昨年10月改正介護保険法が一部施行され、本年4

月から全面施行されることとなっております。 

　介護予防を重視した持続可能な介護制度の構築

を目的とする新しい仕組みができたわけですが、

注目すべきは、各事業者がサービスの質を本格的

に競い合う時代になるわけで当社協としては、今

後とも、現場のニーズを絶えず点検し、利用者本

位で、関係団体と連携しながら『安心と安全がみ

えるサービスの質を確保』する一方、利用者の皆

様から期待され信頼される事業者となるよう不断

の努力を重ねていきたいと考えております。 

　どうか11万市民の皆様とともに知恵を寄せ合い

実り多い1年と致したく、変わらぬご理解とご支援、

ご協力をお願い申し上げますとともに、ご健康と

ご多幸を心からお祈り申し上げ、年頭のごあいさ

つといたします。 

白山市社会福祉協議会 

会 長　北 川 邦 昭  
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尾
口
地
区
と
白
峰
地
区
で
12
月
22
日（
木
）、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
実
情
に
応
じ
た
、
き
め

細
か
な
福
祉
事
業
に
取
り
組
も
う
と
地
区
社

協
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
会
則
、
事
業
・
予

算
案
を
承
認
し
、
会
長
に
尾
口
地
区
で
は
林

源
常
氏
、
白
峰
地
区
で
は
新
田
貞
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
事
業
と
し
て
、
福
祉

講
座
等
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

講演会 講演会 

誕
生
一
周
年
記
念
講
演
会
 

　
白
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
誕
生
一
周
年
を
記
念
し
、
地
域
福
祉

活
動
へ
の
意
識
啓
発
を
図
る
た
め
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
講
師
の
松
原
英
多
氏
は
、
人
気
番
組
の
「
お
も
い
ッ
き
り
テ
レ
ビ
」

に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
す
る
な
ど
、
お
茶
の
間
で
も
お
な
じ
み
の
先
生

で
す
。
当
日
は
入
場
無
料
で
す
。
 

【
日
　
時
】
平
成
十
八
年
三
月
十
八
日（
土
）　
午
後
二
時
開
演
 

【
場
　
所
】
鶴
来
総
合
文
化
会
館
　
ク
レ
イ
ン
ホ
ー
ル（
白
山
市
七
原
町
） 

【
テ
ー
マ
】
介
護
す
る
側
、さ
れ
る
側
　
共
に
い
た
わ
る
介
護
法
 

●
問
い
合
わ
せ
＝
白
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
電
話 

０
７
６（
２
７
６
）３
１
５
１
 

 

【
日
　
時
】
2
月
16
日
（
木
）
午
後
7
時
 

【
場
　
所
】
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
 
4
階
　
Ａ
Ｖ
講
義
室
 

【
講
　
師
】
東
　
裕
紀 

先
生
 

　
　
　
　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
サ
ン
ラ
イ
フ
た
き
の
里
）
 

●
問
い
合
わ
せ
＝
白
山
市
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　（
電
話
２
７
４
‐
９
５
２
９
　
市
長
寿
介
護
課
内
） 

 プロフィール 

東邦大学医学部卒業後、アメリカ、カナダ
に４年間遊学し、帰国後、母校で大脳生理
学を研究。東洋医学や臨床心理学、催眠療
法を学ぶ。複数の企業で新製品開発と販売
心理指導を担当し、新聞・雑誌にも多数の
連載がある。 
著書は「背骨健康法」「頭脳管理の本」「短
時間睡眠法」など150冊以上。 
日本東洋医学会専門医・日本物理気象温泉
学会療法医及び認定医。 

講 師　松 原 英 多 氏 
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申
し
込
み
不
要
 

参
加
費
無
料
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個人情報保護規程を制定 個人情報保護規程を制定 
　情報化社会の進展とともに大量の個人情報が管理されることとなり、個人情報の保護が大きな社会的関心事となっています。 

　このような中で、個人情報の利用のルールと保護のルールを調整する個人情報の保護に関する法律が制定されました。 

　白山市社会福祉協議会では、各種相談事業の実施、介護サービスの提供、ケアプランの策定、資金の貸し付け、苦情の解決

など、さまざまな事業を通して多くの個人情報を取得、管理しています。 

　高い公共性を有し、福祉サービス利用支援や権利擁護にも当たる当社協としては、保護法の施行を受け、 

個人情報の適切な取扱いに万全を期すことが必要であるとの認識のもと、「個人情報保護規程」を制定し、 

次の「個人情報保護に関す方針」を内外に宣言します。 

　社会福祉法人 白山市社会福祉協議会（以下「本会」という。）は、以下の方針に基づき、個人情報の保護に努めます。 

１. 本会は、個人の人格尊重の理念のもとに、関係法令等を遵守し、実施するあらゆる事業において個人情報を慎
重に取り扱います。 

２. 本会は、個人情報を適法かつ適正な方法で取得します。 

３. 本会は、個人情報の利用目的をできる限り特定するとともに、その利用目的の範囲でのみ個人情報を利用しま
す。 

４. 本会は、あらかじめ明示した範囲及び法令等の規定に基づく場合を除いて、個人情報を事前に本人の同意を得
ることなく外部に提供しません。 

５. 本会は、個人情報を正確な状態に保つとともに、漏えい、滅失、き損などを防止するため、適切な措置を講じ
ます。 

６. 本会は、本人が自己の個人情報について、開示・訂正・追加・削除・利用停止を求める権利を有していること
を確認し、これらの申出があった場合には速やかに対応します。 

７. 本会は、個人情報の取扱に関する苦情があったときは、適切かつ速やかに対応します。 

８. 本会は、個人情報を保護するために適切な管理体制を講じるとともに、役職員の個人情報保護に関する意識啓
発に努めます。 

９. 本会は、この方針を実行するため、社会福祉法人白山市社会福祉協議会の保有する個人情報の保護に関する規
程を定め、これを本会職員に周知徹底し、確実に実施します。 

平成17年11月１日制定　 
社会福祉法人 白山市社会福祉協議会　 

個人情報保護に関する方針（プライバシーポリシー） 
 

石川県社会福祉大会が開催 石川県社会福祉大会が開催 
　11月22日（火）小松市のこまつ芸術劇場で社会福祉関
係者約800人が出席して、少子高齢化が進む中、さらなる
福祉向上を誓いました。 
　席上、当社協からは、訪問介護員の五郎川外美江、田
中万利子が県知事表彰を、同じく藤田信子が県社協会
長表彰を受けました。 
　なお、「介護予防をテーマとしたまちづくり」と題して、日
本大学大学院客員教授の石津政雄氏が、介護予防並び
に医療費削減に取組み、高齢者の健康寿命を延ばすこと、
医療費を抑制することを実現された実践例について講演
がありました。 

緑綬褒章を受章緑綬褒章を受章
あじさいグループが

おめでとうございます 

　高齢者宅の訪問や配食ボランティアなどを28年
7カ月にわたって続けている女性福祉ボランティア「あ
じさいグループ」に、社会奉仕活動に取り組んだ団
体をたたえる緑綬褒章が贈られました。 
　あじさいグループの活動は、老人ホームや障害者
施設でのシーツ交換や洗濯、介護の手伝い、公園や
街路の植栽管理なと多岐にわたっています。 
　会員の平均年齢が年々高くなっていますが、各自
がボランティア活動を通して社会奉仕を生きがいと
しています。 
　今後もま
すますのご
活躍をお祈
り致します。 
 

理事会・評議員会が開催され 
　　　評議員が選任されました!!
理事会・評議員会が開催され 
　　　評議員が選任されました!!

h

福祉サービスに関する 福祉サービスに関する 

苦情解決窓口のご案内 苦情解決窓口のご案内 
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平成16年度に集まった募金は、平成17年度に下記の団体に配分いたしました。 

平成16年度 

赤い羽根募金の配分 
（平成17年度事業への配分） 

皆さまの温かいご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございました。 

赤い羽根募金の配分先 

団 体 名  

老人クラブ連合会 

身体障害者団体連合会 

遺族連合会 

母子寡婦福祉協会 

手をつなぐ育成会 

民生委員児童委員協議会 

ボランティアグループ 

英霊にこたえる会 

障害児家族会 

障害者施設作業所 

学童クラブ 

障害者グループホーム 

学校（ボランティア協力校） 

地区社会福祉協議会 

ふれあいサロン 

社会福祉協議会活動 

一人暮らし高齢者おせち配布 

高齢者日帰り旅行 

高齢者料理教室 

広報紙発行 

ボランティア活動 

新入学児童祝い 

身障交流事業 

合　  計 

件 数  

4 

8 

1 

2 

2 

3 

13 

1 

3 

10 

12 

5 

14 

15 

19 

7 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

119

配分額 

990 

940 

200 

146 

170 

151 

712 

60 

90 

800 

620 

250 

639 

1,200 

1,140 

1,938 

362 

500 

100 

736 

100 

40 

100 

10,046

（単位：件、千円） 
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○
募
金
活
動
に
は
、町
内
会
を
始
め
、

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、婦

人
会
、公
民
館
等
各
種
団
体
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
総
額
は
、二
三
、四
五
六
、八

四
五
円
で
し
た
。 

○
赤
い
羽
根
募
金
ご
協
力
者
名（
個

人
五
千
円
以
上
、
法
人
一
万
円
以

上
　
順
不
同
） 

松
任
支
所
受
付
分 

※
法
人
・
団
体
等 

白
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様（
中
町
） 

松
任
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様（
西
新

町
） 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
松
任
支
部
様 

エ
ー
ス
物
流
サ
ー
ビ
ス
（株）
様（
松
本

町
） 

（株）
丹
羽
自
動
車
工
業
様（
福
留
町
） 

サ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
工
業
（株）
様（
旭
丘
一

丁
目
） 

加
賀
運
送
（株）
様（
水
島
町
） 

（株）
北
紙
様（
水
島
町
） 

（株）
天
祥
閣
様（
成
町
） 

中
野
商
事
（株）
様（
竹
松
町
） 

（株）
車
多
酒
造
様（
坊
丸
町
） 

（株）
ミ
モ
ト
様（
旭
丘
一
丁
目
） 

（株）
金
沢
空
調
様（
相
木
町
） 

（株）
ト
ス
マ
ク
ア
イ
様（
村
井
町
） 

（有）
坂
上
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
様（
八

ツ
矢
町
） 

千
代
野
建
設
（株）
様（
倉
光
六
丁
目
） 

北
国
リ
ー
ス
（株）
様（
出
合
島
町
） 

（有）
村
松
如
矢
商
店
様（
中
町
） 

小
笹
電
機
商
会
様（
中
町
） 

陸
美
装
（株）
様（
北
安
田
町
） 

（株）
加
藤
建
設
様（
荒
屋
柏
野
町
） 

柳
昌
建
設
（株）
様（
寄
新
保
町
） 

松
任
中
学
校
吹
奏
楽
部
様（
末
広

二
丁
目
） 

 ※
個
人 

鈴
置
　
善
和
様（
橋
爪
町
） 

坂
上
　
弘
之
様（
八
ツ
矢
町
） 

坂
上
　
周
一
様（
千
代
野
西
八
丁
目
） 

木
村
　
明
様（
五
歩
市
町
） 

藤
井
　
宏
様（
村
井
東
一
丁
目
） 

西
島
　
武
様（
一
塚
町
） 

中
川
　
邦
守
様（
徳
丸
町
） 
  

美
川
支
所
受
付
分 

※
法
人
・
団
体
等 

白
山
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
美

川
支
部
様 

小
松
精
練
労
働
組
合
青
年
女
性
部

様（
能
美
市
） 

鶴
来
支
所
受
付
分 

※
法
人
・
団
体
等 

金
沢
村
田
製
作
所
様（
曽
谷
町
） 

鶴
来
郷
農
協
様（
井
口
町
） 

鶴
来
信
用
金
庫
様（
鶴
来
本
町
一
丁

目
） 

Ｊ
Ａ
鶴
来
郷
女
性
部
様（
井
口
町
） 

西
川
屋
様（
日
詰
町
） 

鶴
来
民
謡
連
合
会
様（
鶴
来
今
町
） 

蔵
山
四
十
三
会
様（
日
御
子
町
） 

 ※
個
人 

斉
藤
　
肇
様（
鶴
来
桑
島
町
） 

中
岸
　
保
裕
様（
富
光
寺
町
） 

中
山
　
健
志
様（
月
橋
町
） 

小
西
　
浩
男
様（
月
橋
町
） 

倉
田
　
今
男
様（
月
橋
町
） 

薮
田
　
克
夫
様（
鶴
来
古
町
） 

小
山
　
秀
夫
様（
鶴
来
知
守
町
） 

山
本
　
三
郎
様（
鶴
来
知
守
町
） 

沢
田
　
良
作
様（
鶴
来
日
詰
町
） 

又
川
　
清
吾
様（
鶴
来
日
詰
町
） 

山
崎
　
延
幸
様（
鶴
来
下
東
町
） 

済
田
　
利
雄
様（
鶴
来
清
沢
町
） 

山
路
　
孝
弘
様（
鶴
来
本
町
三
丁
目
） 

東
　
　
武
夫
様（
中
島
町
） 

鳥
越
支
所
受
付
分 

※
法
人
・
団
体
等 

鳥
越
中
学
校
様（
釜
清
水
町
） 

 
 

尾
口
支
所
受
付
分 

※
法
人
・
団
体
等 

電
源
開
発
（株）
手
取
川
事
務
所
様（
東

二
口
） 

（有）
一
里
野
高
原
ホ
テ
ル
様（
尾
添
） 

（株）
山h

組
様（
尾
添
） 

（株）
中
田
組
様（
瀬
戸
） 

  白
峰
支
所
受
付
分 

※
法
人
・
団
体
等 

永
井
建
設
（株）
様（
白
峰
） 

（株）
西
山
産
業
様（
白
峰
） 

（株）
文
吉
組
様（
白
峰
） 

（株）
白
峰
産
業
様（
白
峰
） 

白
峰
工
業
（株）
様（
白
峰
） 

（株）
木
田
工
業
様（
白
峰
） 

（株）
山
本
産
業
様（
桑
島
） 

（株）
公
進
都
市
企
画
様（
白
峰
） 

（有）
松
風
産
業
様（
白
峰
） 

（有）
河
奥
様（
白
峰
） 

（有）
白
山
興
産
様（
白
峰
） 

（有）
白
峰
自
動
車
様（
白
峰
） 

（有）
北
野
食
料
品
店
様（
白
峰
） 

（株）
八
鵬
様（
桑
島
） 

 

※
街
頭
募
金 

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
松
任
第
1
団

○
金
城
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

○
松
任
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

○
翠
星
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

○
鶴
来
中
学
校 

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
石
川
第
10
団 

○
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
石
川
第
１３
団 



個人情報保護規程を制定 

理事会・評議員会が開催され 
　　　評議員が選任されました!!
理事会・評議員会が開催され 
　　　評議員が選任されました!!
理事会・評議員会が開催され 
　　　評議員が選任されました!!新たな 

　前回の理事会で、選出団体の役員変更などにより、欠員となった評議員について、次の３名
の方が新たに選任されました。 
 
 
 
 
 

　その他、職員が加入する退職手当制度の変更に伴う予算の組替えを主な内容とする補正予算
（第１号）が可決され、新年度から施行される改正介護保険制度の概要説明などが報告されま
した。 
　また、介護保険サービス利用に係る在宅と施設の利用者の公平性から、国の制度見直しに併
せ、美川デイサービスセンター及び湊デイサービスセンターにおける食材料費と調理費につい
て、１日４００円の負担をお願いすることも承認されました。 

氏 　 名  

北 村 美 恵 子  

山h　照夫  

織 田 　 清 勇  

選 出 区 分  

女 性 団 体  

学 識 経 験 者  

老 人 ク ラ ブ  

地 区  

松 任  

尾 口  

白 峰  

福祉サービスに関する 福祉サービスに関する 福祉サービスに関する 

苦情解決窓口のご案内 苦情解決窓口のご案内 苦情解決窓口のご案内 

　白山市社会福祉協議会では、苦情への適切な対応を行うため、苦情解決窓口を設けています。 
　利用者の満足感を高めることや、利用者個人の権利を擁護するとともに、福祉サービスを適
切に利用することができるように支
援します。 
 
　苦情解決制度に社会性や客観性を
確保し、利用者の立場や特性に配慮
した適切な対応を推進するために、
私たち苦情解決第三者委員が設置さ
れています。 
 
    　　喜田紘雄さん（島田町） 

    　　高畑利彦さん（平加町） 

    　　藤田昌嗣さん（日御子町）  

 
　困ったこと、改善してほしいこと、要望・苦情などお気軽にご相談下さい。 

苦情解決のしくみ 

第三者委員 

⑥解決のための話し合い 

苦
情
申
出
人 

苦情受付担当者 

①苦情解決の仕組みや苦情の申出方法の周知　②苦情申出 
③申出内容の記録・確認　④報告　⑤受付けたことの報告 
⑥解決のための話合い　⑦助言　⑧改善約束事項報告 

苦
情
解
決
責
任
者 

⑧ 

⑦ 

⑥立会い 

⑥記録 ④ 
② 

③ ⑧ 

① 

⑦ 

⑤ 
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本年の第2回福祉健康まつりは、10月1日（日）、松任総合運動公園体育館において開催さ
れます。ご期待下さい。 

●お礼  
第１回福祉健康まつりは、盛況の中、無事終了しました。 
白山市、松任ライオンズクラブをはじめ温かいご支援、ご協力、ご協賛を賜りました関係各位に 

心からお礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　
白山市福祉健康まつり実行委員会 

　白山市となって初めて開催された福祉健康まつりは、 
10月2日、松任総合運動公園体育館において約12,000人の来場者でにぎわいました。 
　会場では、手話や点字などの体験、福祉機器や施設の紹介、無料マッサージ、ふれあいマーケットなど9広場46コー
ナーが設けられました。 
　訪れた人たちは、各コーナーで会話を交わしながら社会福祉と健康の向上に理解を深めました。 
　特に、骨密度などを測定する健康フェアは好評で行列ができていました。 
　獅子舞の演舞やマジックショーなども行われ、会場へは無料送迎バスも運行されました。 
　なお、第2回福祉健康まつり実行委員会が、12月5日（月）開催され、事業実績や決算の承認が行われました。 
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社会福祉協議会の事業に対するご意見や
ご要望をお寄せ下さい。 

相談内容　　　            日時              　  場所                    付記 

毎月第1・第3木曜日 

毎週火曜日 
13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00
毎週月・水・金曜日 

毎週火・木・土曜日 
9：00～16：00
月～金曜日 

9：00～17：00

弁 護 士 の 法 律 相 談  

心 配 ご と 相 談  

ふ れ あ い 福 祉 相 談  

障 害 者 福 祉 相 談  

介 護 相 談  

こがね荘 

こがね荘 

こがね荘 

こがね荘 

プラスあさがお 

予約が必要です 

予約が必要です 

専用電話　274－4294
よ い ふ くし 

専用電話　274－4100
よ い わ ー 

月～金曜日 
9：00～17：00福祉サービス利用支援相談 こがね荘 高齢者・障害者の福祉サービス利用 

援助、金銭管理等の相談 

毎月第1・第3水曜日 
13：00～16：00心 配 ご と 相 談  美川支所 

市民相談室 

鳥越老人福祉 
センター 

福祉複合施設 
カルテット 

2階「親子よろこびの広場」の 
向かいに相談室があります 

毎月第2・第4水曜日 
13：30～16：00心 配 ご と 相 談  蓬莱荘 

毎月第2・第4火曜日 
10：00～正午 心 配 ご と 相 談  

毎月第2・第4火曜日 
13：00～16：00心 配 ご と 相 談  

【美川支所】    問い合わせ　美川ボランティアセンター　TEL 278－8555

【鶴来支所】    問い合わせ　蓬莱荘　TEL 0761－92－2750

【鳥越支所】    問い合わせ　鳥越老人福祉センター　TEL 0761－94－2446

【白峰支所】    問い合わせ　福祉複合施設カルテット　TEL 0761－98－8001

【松任支所】    問い合わせ　こがね荘　TEL 276－3151

※ 相談は、祝日、休日を除きます。 

ご芳志ありがとうございます 
キリンビールゲームコーナー 様 

ＪＡ松任緑化部会 様 

郷公民館・郷地区社会福祉協議会・郷ボラン 
ティア会 様 

アピタ松任店、アピタ松任テナント会、松任商業 
開発協同組合 様 

石川県美容業生活衛生同業組合 様 

 

白山市グラウンドゴルフ協会吉野谷支部 様 

 

元田外志夫 様 

キリンビール（株）北陸工場 様 

浦　猛 様 

白山市グラウンドゴルフ協会鶴来支部 様 

 

アップルパイ 様 

西山　善和 様 

山口　茂樹 様 

 

　　１８,９００円 

　　　３,０００円 

      

９０,０００円 

    

１００,０００円 

 

     ２０,０００円 

  

      ４,９００円 

     ５０,０００円 

     ７８,０２９円 

     ５４,９００円 

      

１２,２００円 

     １０,０００円 

     ５０,０００円 

     ５０,０００円 

12月13日、金沢村田製作所から施設内にある
リンゴの木から収穫されたリンゴを、蓬莱荘の
利用者にとリンゴ2箱（約100個）を寄贈され
ました。毎年、社員会の代表者が施設を訪れて
いるものです。 
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